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令和５年度第１回和光市図書館協議会会議要録

日 時 令和５年６月２７日（火）１４時～１５時５０分

場 所 和光市図書館 会議室

出席者

委 員

事務局

欠 席

(委 員 長）石川 敬史 （副委員長）星 佳芳

栁下 和弘 高田 桃子 小熊 尋子 星野 裕司 小嶋 里恵

本館館長 小林 理恵 下新倉分館館長 戸田 直美

主査 橘高 わかな 主査 樋口 純司 主査 吉澤 実幸

主任 礒﨑 智美 主任 片岡 彩

土井 純子 鈴木 啓修 国岡 晶子

傍聴者 ０人

石川委員長

事務局

石川委員長

１ 議事

新型コロナウイルス感染症に伴う図書館の対応について 資料１

⑵ 第２次和光市図書館サービス計画（令和４年度）取組状況及び評価について

資料２、３、４、５、６

２ その他

【事前配付資料】

資料３ 第２次和光市図書館サービス計画評価表（令和４年度）

【当日配付資料】

資料１ 新型コロナウイルス感染症に伴う図書館の対応について（令和４年４月以

降）

資料２ 諮問書

資料４ 令和４年度研修実施状況

資料５ 和光の教育（令和５年度）※校正前

資料６ 和光市図書館サービス計画令和４年度進捗状況

資料７ 図書館だより

議事を進行させていただきます委員長の石川です。本日、出席委員数７名、欠席

委員数は３名です。今回の協議会が今期の委員で行う最後の回ということになりま

す。どうぞ皆様の忌憚なきご意見をよろしくお願いいたします。

それでは早速、議事に入らせていただきます。議事⑴「新型コロナウイルス感染

症に伴う図書館の対応について」資料１について事務局から説明をお願いいたしま

す。

資料１ 新型コロナウイルス感染症に伴う図書館の対応について説明。

令和４年４月から令和５年３月までの新型コロナウイルス感染症に伴う図書館の
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事務局

石川委員長

対応について、今、ご報告をしていただきましたが、何かご質問はおありでしょう

か。以前にも指摘をさせていただいたのですけれども、図書館で記録を取られたり

写真を撮って保存をしていただくと、数十年後にまた何かあった時に役に立つので

はないかと思います。議事⑴についてご説明をいただきました。ありがとうござい

ました。

次に議事⑵第２次和光市図書館サービス計画（令和４年度）取組状況及び評価に

ついて事務局からご説明いただくのですが、かなり分量が多く、施策の数も多いと

いうことで、区切ってご説明をいただきます。その後、委員の皆様から各施策につ

いて、評価やご指摘を頂きたいと思います。それではよろしくお願いいたします。

資料２の諮問書にありますように令和３年８月３１日付けで諮問させていただい

ておりますので、本日は「第２次和光市図書館サービス計画（令和４年度）」の評価

をしていただき、答申をお願いいたします。「第２次和光市図書館サービス計画（令

和４年度）」の取組状況及び評価についてご説明いたしますので、事前にお送りした

資料３と本日お配りした資料６をご準備いただければと思います。

事前にお配りした資料３ですが、Ａ３の進捗状況管理表が、そこから後の 1つ 1

つのシートの修正した目標値が反映していない部分がありまして、達成度が違って

いる部分がありますので、こちらにつきましては大変申し訳ありませんが、ここか

ら後のシートがきちんと反映したものを作り直させていただきます。ただ、大きい

ところでここは見ていただきたいというところが、基本施策１の⑵の「視聴覚資料

の充実」の中の４番目の「視聴覚資料の満足度」ですけれども、１番右のところが

20.1％となっておりますが、こちらは正しくは 48.5％ですので、そちらだけ大きい

ところですので修正させていただきます。あと、下の方、目標値の修正が反映して

いない部分は後ほど修正させていただきます。申し訳ありませんでした。

それでは基本施策ごとにまとめて説明させていただきます。説明が終わりました

ら後、まとめてスライドでご説明いたします。

基本施策Ⅰ 和光市らしさを意識した図書館へ

施策１ 図書資料等の収集・保存

施策２ 視聴覚資料の充実

施策３ 郷土・行政資料の収集・保存

についての取組内容の説明

スライドでの説明

今、「基本施策Ⅰ」の「施策１、２、３」までご説明をいただきました。協議会委

員の役割としてはこの前年度の活動の報告に対してご意見とご質問、最後に図書館

協議会よりの評価をしていくということになります。その後の「基本施策Ⅱ」の方

がどちらかといえば図書館サービスとか図書館活動とか乳幼児へのサービスという

ことになるのですが、「基本施策Ⅰ」は資料の保存や管理というところについての評

価になると思います。最初はこの「施策１、２、３」までいったん切りまして、委
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星野委員

石川委員長

事務局

星野委員

石川委員長

栁下委員

石川委員長

員の皆様からご指摘やご意見を伺って評価を付けていければと思っております。

２０２２年度、目標値が２３万冊、実績値が２２万８千百冊、９９.２％の達成度

ということでほぼ達成しているということでかなり評価ができると思います。ただ、

当初、資料を頂いた中で、蔵書の冊数、例えば人口１人あたりの冊数ですとか、和

光市は確か順位も県内で低めの方だったと思います。だから達成率はこれでよろし

いんでしょうけれど、資料のほうをもう一度見直したりして他市になるべく追いつ

くような感じでですね。蔵書数というと見た感じ、まだまだだなという風には思っ

ておりますので、予算が伴うものですのでなかなか厳しいものがあるというのはわ

かりますけれども、その辺をもっと良く財政当局と相談しながら蔵書数を増やして

いただけたらなと思っております。この施策の達成度はかなりいいと思います。

ありがとうございます。人口 1人当たりの蔵書冊数は、和光市は人口も多いので、

1人あたりで割っていくと少なくなってしまうのではないかと思います。その辺り

を充実させたいというのが星野委員のご指摘でした。

やはり県内では下のほうになっておりますので、それは常々訴えてはおります。

あとは棚の配置を変えたりして増やせるような工夫をしていきたいと考えていま

す。

そうですね。棚も随分整理されてきていて、前に出す本を増やしてきていて、そ

れは大変いいと思っております。やっぱり書庫の奥の書棚に入っているよりも、見

える状況の棚に入っているほうが選びやすいと思っておりますので、今回の棚の整

理はすごく良かったと思います。

ありがとうございます。他の委員の皆様はいかがでしょうか。

「施策２」の「視聴覚資料の充実」というところで、認識的に図書館というとこ

ろは本がたくさんあって借りれるところだよね、という意味合いから、こういう視

聴覚資料がたくさんあると、本だけの意味合いではなくて、そういう視聴覚資料の

映画等が見られるという気軽に行けるイベントに取り組んでいるのはとてもいいな

と思っていて、先ほど館長もおっしゃっていましたが、幼児向けの内容が多かった

のが小学生向けの内容も入れてきたということがあると思うので、もっと幅広く、

それこそ中学生が来れるようなものを企画してみたりとか、子育て中のお母さんが

見に行きたいなと思えるようなものがＤＶＤとかで見れて、交流の場になったりす

ると、もっともっと幅広い意味合いでの活用ができるのかなというふうに思いまし

た。

確かに映像というものを介して、世代を超えた繋がりができたりとか、図書館に

映像資料というものがあると同時に関連する本もあるので一緒に貸出を促していく
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事務局

石川委員長

高田委員

石川委員長

高田委員

星野委員

高田委員

とか、そういう可能性が、視聴覚資料の活用といったときに見えてくるというご指

摘でした。

本と映像をいかに繋ぐかということで、２０２１年度に本と映像をセットにして

貸し出すという企画もやったのですけれども、今後もそういったことを考えていき

たいと思います。映画についても年２回「シネマ」を開催しているのですけれども、

今、栁下委員がおっしゃられたように中高生向けだったり、お母さん向けだったり、

世代交流が出来たりするものを考えていきたいと思います。

確かに今、学生もＹｏｕＴｕｂｅなど 1人で空き時間に見ていますけれども、映

画館もそうなんですけれども、大勢の人と一緒に同じ作品を見るという、同じ時間

を過ごすという、そういう場が大切なような気がします。授業で映画を皆で一緒に

見るというのもそうなんですけれども、共同行為というのでしょうか、図書館でも

映像をきっかけにできればいいのかなと思います。

「施策１」「施策２」ときたので私は「施策３」を。⑸の「地域の思い出を共有す

る企画」ということで「市民図書館講座～新倉村に生まれ暮らし～」という催しを

してくださって、私も参加したんですけれども星野委員が講師で、とてもお話がわ

かりやすくて絵も素晴らしくて、私の年代ではなつかしい部分もあるのですけれど

も、もっと下の小さいお子さんだったらびっくりするような驚きや感動もあるんじ

ゃないかなと思うので、とてもきちっとまとめられたものなので、新しくまた今年

度来年度の企画として取り上げてくださって、やっぱり周知があまりされていなく

て、集まってくる方たちが限られてくることもあるので、もう少しいろんな子ども

たちが集まる場面で周知をしていただいて、和光市民の老若男女に見ていただきた

いなと思いました。

ありがとうございました。広報といたしましてはもう少し広報誌のスペースを大

きくしてほしいとか、ＳＮＳとかを生かしていくというようなことを、前回の図書

館協議会において次年度以降の新しいサービス計画、そちらのほうで積極的に展開

できればといった話もございました。図書館としてこういった講座を記録していく

というか、講座に参加出来なかった方も、何か映像か、資料、ブックレットみたい

な形でもいいんですけれども、出版活動とまではいかないんですけれども、ただ資

料を収集して保存するだけではなく、図書館としても刊行していくと良いと思いま

す。

本はあるんですよ。元になっている本が図書館にあるんですよ。

図書館に置かせていただいております。

それに触れて講座に来られたという方もいました。
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星野委員

高田委員

石川委員長

各委員

石川委員長

事務局

石川委員長

下新倉分館のほうで、写真を抜粋してガラスケースに入れて、公開展示を約４ヶ

月ほどやらせていただきました。

とても手作り感があって、良かったです。

ぜひ、次年度以降も様々な世代の方にご参加いただけるような機会を作っていっ

たらいいのではないかと思います。

ここで評価をしていかなければいけないのですけれども、「施策１」の「図書資料

等の収集・保存」というのは、今、星野委員からもご指摘があったので、どちらか

というと「おおむね適切である」と。「適切である」とまではいかないかなと思いま

した。

「施策２」の「視聴覚資料の充実」はコロナ禍の中でなかなか難しいところはあ

ったのですが、昨年度は随分いろいろと展開したり、幼児だけでなく小学生向けの

映画会を展開したという話があったので、ここでは「適切である」というふうにさ

せていただければと思います。

「施策３」の「郷土・行政資料の収集・保存」ですが、こちらのほうも講座やパ

スファインダーや資料の収集というのをやっているので「適切である」であるとい

うふうにさせていただければと思うのですがいかがでしょうか。

はい。

続きましては「基本施策Ⅱ」の「みんなが利用しやすい図書館へ」、こちらが図書

館サービスとか、図書館活動の内容になるかなと思います。それでは事務局からご

説明をお願いいたします。

基本施策Ⅱ みんなが利用しやすい図書館へ

施策１ 乳幼児、小学生へのサービスの充実

施策２ 中学生及び高校生へのサービスの充実

施策３ 成人へのサービスの充実

施策４ 障害者・高齢者等へのサービスの充実

施策５ 外国人へのサービスの充実

についての取組内容の説明

スライドでの説明

ありがとうございました。やはり、コロナ禍が落ち着いてきたからでしょうか、

人が随分入ってきたという印象がスライドの写真から伝わってきたかと思います。

今の「基本施策Ⅱ」で、ここがおそらく図書館活動の中心になるだろうと思うので

すが、施策の５までご説明いただきました。分量が多いのですが、この中でご質問

や気になった点、ご指摘などがありましたら、ご発言いただきたいと思います。
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小熊委員

事務局

小熊委員

事務局

石川委員長

星副委員長

事務局

星副委員長

事務局

星副委員長

石川委員長

「施策１」のブックスタートの件なのですけれども、自分のことで恐縮なんです

が、上の子の時はただ本を渡されるだけだったのですが、一番下の子の時には下新

倉分館で読み聞かせや手遊びをしてくださって、とってもいい取り組みになったな

あと感じています。その時は下新倉分館だったのですけれども、出張ブックスター

トの時にはどんな感じなのか、お伺いしたいです。といいますのは、下新倉分館だ

とブックスタートの集まりの後に、本を自由に手にして借りて帰るということがで

きるのですけれども、出張ブックスタートだと借りて帰れる本がないのかなあと感

じていて、もしやっていらっしゃるのなら教えていただきたいと思います。ブック

スタートの時に、本を借りる、返すのループが出来てくると、読書習慣につながっ

ていくのではないのかなと感じています。

総合児童センターではお借りしているスペース的に本を展示するスペースまでな

くて、本は持っていきませんでした。南子育て世代包括支援センターでは以前はカ

ゴに入れて貸出できる本を持参していましたが、今はご案内するのが個別なので、

貸出まで見るのはマンパワー的に難しい状況です。コロナ禍の影響で、集団の説明

からマンツーマンの説明に変えているために、貸出する本を持っていくのをやめて

いる状況です。以前は集団で説明した後、持って行った本もそこで借りられるとい

うことを南子育て世代包括支援センタ－等でやっていました。

その場でカードが作れて、その場で借りていけるのはとてもいいなと感じました。

今後も会場と職員の人数によっては、貸出できるようにしていきたいと思います。

できるだけ本に触れて、貸出をするという行動に繋げていきたいと感じています。

他にありませんか。

「施策１」の数値の指標、「読書習慣がある児童の割合」、小学３年生と小学５年

生で実測値７９.４％ということなんですけれども、この調査手法は和光市内の全数

の調査ですか。

はい。市内の小学校にアンケートを依頼して３年生と５年生に調査させていただ

きました。

では、全数ということで。

はい。

かなり良い数字だと思いました。ありがとうございました。

「施策５」の「外国人へのサービス充実」というところから「市内小学校のＡＬ
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事務局

石川委員長

事務局

星野委員

事務局

星野委員

石川委員長

事務局

Ｔへのアンケートを行い」とあったのですが、どのような要望があったのか、可能

な範囲で構わないので、教えていただければと思います。

申し訳ありません。今すぐはお答えできません。

どういう要望が出たのか、気になったので質問させていただきました。このよう

なアンケートをとるのはすごくいいことだと思います。アンケートを取ったり、要

望を聞いたりするだけでも、図書館のＰＲになるのかなと思います。では、また改

めてということでお願いいたします。

（会議後回答）ＡＬＴを含む学校向けアンケートで購入を希望するジャンルや本

の要望がありました。

「施策５」に関連してなのですけれども、今、小学校では、３年生から英語の勉

強をしていて、ＡＬＴの人が１校に１人いるかどうかわかりませんが配属されてい

て、直接ネイティブの方が指導しています。私の時代は中学生からようやく授業が

開始でしたが、今は小学３年生からやっているのでかなり英語に親しむ時期が早ま

っていると思うので、図書館でもそういう子どもたちを応援する施策とか蔵書の整

備とかも、かなり必要なのかなと思っています。そういう点でも図書館はいろいろ

と努力されているみたいなのですが、図書館に借りに来る子どもたちに向けてＤＶ

Ｄも含めて本の充実ができればなと思います。

特に下新倉分館が下新倉小学校と複合なので、意識して英語教育の本は選書して

いると思います。大型の英語の絵本ですとかも揃ってますし、そういうのがありま

すよということを先生にお知らせしたりなどして、かなり積極的にサービスを展開

しております。

今、小学１年生から１人１台タブレットが支給されていて、持って帰ってきて英

語の勉強などもタブレットを通してやられているみたいです。今の子どもたちが大

人になる頃には普通に英語をしゃべれるような状態になっていないと、どんどん世

界の情勢から遅れていくと思いますので、その辺は図書館でもどんどん進めて行っ

てもらえればなと思います。

非常に重要なご指摘をありがとうございます。

先ほど視聴覚資料の映像の質問があったのですが、英語で聞くというか、英語で

字幕無しで作品を見るとかですよね。もしくは会議室の中で英語しか話してはいけ

ません、のようなイベントとか。分館での英語絵本の読み聞かせというのは、どう

いう方がなさっていたのですか。

「Peek'n See!（ピークンシー）」というのをやらせていただいたんですけれども、
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石川委員長

小嶋委員

石川委員長

日本語が堪能な外国の方にやっていただきましたので、英語交じりの日本語で幼児

向けにわかりやすく、それでいながら発音は綺麗でという感じです。すべてを英語

でやってしまうとわからなくなってしまうので、日本語主で英語でという形でやっ

ていただきました。

ありがとうございました。英語に触れる場というのでしょうか。そういったよう

な機会、場を形成していくことはいいことだと思います。耳とか文字で言語に触れ

るというようなことも重要かと思います。

「施策４」の「障害者・高齢者等へのサービスの充実」のところですけれども、

私自身が社会福祉士として普段勤務しているところから見ていると、特に障がい者

でいうと最近は、適応障害だったりとか鬱病とかでお仕事を休まれている方とかが

すごく増えているなと思っていて、そういう方の中にはなかなか病院受診するまで

には至らないけれども、自分の今の現状について、どこで情報を集めていっていい

のか迷っていらっしゃる方が多いのかなという印象です。そんな時に図書館の専門

書とかを手に取るという場面が多いのかなと思います。障がいのある方とかご高齢

の方とかは、いわゆる情報弱者の立場に、なりたくてなっているわけではないけれ

どもなってしまっている、自分にとって必要な情報にアクセスできないということ

が多いのかなと思います。今、自分が何に困っているのかが客観視できなかったり

ですとか、ＳＮＳやネットにアクセスできなかったりですとかで、情報が入りにく

くなっているのかなと思っています。少し話は飛んでしまうんですが「詐欺にあわ

ないために」という講座をされたときに、役所の窓口のスタッフの方が講師となっ

て情報提供をやったというのを見た時に、例えば役所の育成医療費とか医療費とか

を管理している窓口の方が、例えばご病気になってしまったときに「こういう制度

がありますよ」とか「こういうのを申請してくれれば、医療費が１割ですむよ」と

か皆に平等に存在している制度を、まずは情報提供としてお伝えする場というのが

あると「じゃあ、その制度を利用するためには何が必要なのかな、ドクターの意見

書が必要だから病院に行かなきゃなのかな」とスモールステップで考えられるよう

にもなるのかなとか思ったりもしていて、講座の中にそういう障がい者だったりで

すとか高齢者の方が繋がれる制度、どんなものがあるのかというのを、公的施設同

士が繋がって情報提供ができる場があると、自分にとって何が必要なのかなと顧み

るきっかけになるのかなと少し思っていて、講座とか、そういう場が設けられると

いいのかなと思いました。

ありがとうございました。図書館業界ではこういった「高齢者サービス」という

んでしょうかね、「認知症」の関係とか「回想法講座」の話もあったんですけれども、

少子高齢化というところもあって、もっと図書館の強みを生かした高齢者へのアプ

ローチをしていこうというのが様々あったかなと思います。このほか音読などいろ

いろあるんですけれども、もし、先ほどの分館の方で行われた講座で、ここのとこ

ろを注意して開催したというのがあれば、お願いいたします。
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事務局

石川委員長

星野委員

高田委員

石川委員長

大変貴重なご意見、ありがとうございました。ちょっと困ったときに図書館に来

て課題が解決するというのが図書館としての目標なので、本もありますけれども、

今おっしゃっていたような一歩進んだ、何か手がかりが得られるような、本だけで

はないことができたらいいなと思います。

特に図書館よりも恐らく社会福祉とか臨床心理のほうが進んでいるのかもしれな

いですけれども、アウトリーチとしての活動というのは、単独の１つの機関だけで

何かを行うというのはなかなか難しくて、先ほどおっしゃったように各機関との関

係性とか繋がりというものをどう作っていくかということがとても大切だと思いま

す。図書館単独で何かを行うということはなかなか難しいと思いますので、関連機

関との連携とか繋がりで、直接的なサービスというよりは間接的なサービスみたい

なものを展開することができるのかなと思います。

そうです。このあと「レファレンスサービスの充実」というのが出ていますけれ

ども、窓口いわゆるレファレンスサービスの充実は重要だと思っています。かなり

の知識が必要で、例えば社会福祉とか認知症とか関連することでご相談があれば、

地域包括ケアの事が書かれている本だとか、相談者の抱えている問題を解決できる

本をご紹介できるレファレンス機能を充実させることが、そういうことを解決して

いくのだろうと思います。さらには「市役所にはこういう課がありますよ」とか、

そういうことを含めてご紹介できるような知識が必要なのかなと思いますけれど

も。

市役所の方でも、いろいろなシステムがあって構築されているんですよね。現場

のニーズがあるんですけれども、そこの繋ぎですよね。なので、図書館にいろいろ

と本を探しに来られた方が星野委員がおっしゃったように「和光市においてはここ

に行けばここに通じていますよ」「こういう課がありますよ」とか、そういう情報が

欲しい人に届かないというのがすごくあると思うんです。それと「図書館の障害者

サービス」というふうにいろいろと構築しているんですけれども、それが必要とし

ている障がい者１人１人になかなか行き渡っていなくて、サービスの情報、こうい

うものがあるんだということ。それから、アンケートをなかなか取りづらいとあっ

たんですけれども、アンケート以前にこういうサービスがあって、こういう利用が

できるんですよという情報を、どうやってその人たちにお届けするかというところ

にすごく行き詰って、お手上げ状態で足踏みしているんですよね。もう一歩、直接

的に届けたいんです。それが一番確実で正確なので。なかなかそこがうまく市役所

の社会援護課さんに言ってみても「個人情報があるので」とか「直接ワンポイント

に情報をお届けする、郵便物を配達してもらうシステムとかありません」とかいわ

れると、お手上げなんですよね。そういう状態です。

ありがとうございました。他機関の紹介サービスというのはレフェラルサービス
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高田委員

石川委員長

高田委員

石川委員長

とよく言われます。レファレンスサービスというのは情報提供、レフェラルサービ

スというのは関連機関の紹介。市役所の中の部署であったり、県内・県外の機関を

紹介していくのがレフェラルサービスです。なかなか注目はされていないのですけ

れども、本当は図書館というのは様々な、相談というと言いすぎなんですけれども、

何か情報を得たり何か探し物をしているときの窓口になってほしいかなと思いま

す。

ちょっと困ったなあ、図書館に聞きに行こうという発想がないですものね。図書

館にたまたま足を運んでいる人がたまたま他の場所を知って足を運んでみるとか。

そういう発想はちょっと和光にはないかもしれませんね。私の年代ではないかもし

れないです。

近所でサンダル履きで行けるような小さな分館が全国にある図書館ネットワーク

の入口であるといわれています。公共図書館も小さな分館、サンダル履きで行ける

分館というのが全国の図書館システムのネットワークになっているので国立国会図

書館から本を取り寄せることができたりとか、県立図書館に何か情報を聞いたりと

かということの窓口になっている、ということですね。

アンケートでも、和光市民でも１回も和光市図書館に行ったことがないという方

も結構いらっしゃるし、どこにあるかも知らなかったっていうことも。

広報というか、情報を市民の方に届けていかなければならないということですね。

ありがとうございました。

時間が来てしまいましたので「基本施策Ⅱ」の評価をしていかなければならない

のですが「施策１」の「乳幼児、小学生へのサービスの充実」。これは英語のお話会

をされたりとか、出張ブックスタートですとか、様々な展開をなさっているという

ことで、協議会としては「適切である」とさせていただければと思います。

続いて「施策２ 中学生及び高校生へのサービスの充実」ですが、数字が随分低

いところもあるんですけれども、「週刊少年ジャンプの仕事」この講座が随分好評で

また今後展開ができたりとか、分館が開催しました「図書館クラブ」も少しずつコ

ロナ禍を克服して軌道に乗っているということなので、このあたりは「適切である」

とさせていただければと思います。

続いては「施策３ 成人へのサービスの充実」というところで、なかなか「電子

図書館」の導入というのが難しかったところとか、放送大学のところもずっと課題

になっていることもありまして「おおむね適切である」とさせていただければと思

います。

「施策４ 障害者・高齢者等へのサービスの充実」についてですが、今、様々な

ご意見をいただきました。なかなか資料が届いていないというところもあったりし

たのですが、数字を見ていくと随分と高い数値でもあり、ここからのさらに期待を

込めてというところもあって「適切である」とさせていただければと思います。
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事務局

石川委員長

星野委員

事務局

星野委員

最後の「施策５ 外国人へのサービスの充実」についてですが、アンケートをと

ったりですが、ホームページ上でやさしい日本語の記事を掲載したり、洋書コーナ

ーから多文化コーナーへ、言葉だけではなく様々な背景となる文化をも視野に入れ

て展開していっているというところで「適切である」とさせていただければと思い

ます。

それでは次に「基本施策Ⅲ」の「居心地の良い図書館へ」へ移らせていただきま

す。それではお願いいたします。

基本施策Ⅲ 居心地の良い図書館へ

施策１ 公共施設等と連携したサービスの提供

施策２ 地域、ボランティアとの連携

施策３ コミュニティ情報等の収集・整理・保存・発信

施策４ 図書館施設等の保全

施策５ 電子図書館の推進

施策６ 図書館の効率的・効果的運営及び職員の資質の向上

についての取組内容の説明

スライドでの説明

ただ今ご説明がありました「基本施策Ⅲ 居心地の良い図書館へ」、「施策６」ま

であるのですが、委員の皆様、お気づきの点がありましたらよろしくお願いいたし

ます。施設の管理のことや、職員体制、またボランティアさんとの関わりについて

の内容になっているのですが、いかがでしょうか。

先ほどの動画ですが、１階のエレベーターホールで上映されているといいですよ

ね。図書館の紹介がダイジェストに伝わってくるので、待ち時間にちょうどいいの

かなと。

図書館でＹｏｕＴｕｂｅ動画というのは、今、何本くらい出しているのでしょう

か。

今はわらべうたとかブックスタートとか、５本くらいでしょうか。他に「音読教

室」をたくさんあげていました。

公共の施設がＹｏｕＴｕｂｅ動画を個人がやるみたいに１日１本というわけには

いかないでしょうけれども、なるべく図書館の情報提供を、これを活用していくと

いうことはこれからの図書館の発展のためにもいいことだなと思うんです。ちょっ

とした情報でもかまわないので、３分くらいにまとめて本の紹介をしたり、「今、こ

んなことをやっているんですよ」みたいなイベント紹介ですとか講座の紹介、内容

までをも、講師が講義をしているようなところも許可をもらえれば、そういうのも

ＹｏｕＴｕｂｅでのせていけば、和光市は先進的な図書館だという評価がますます

高まるのではないかと思います。民間がやるわけではないのでもちろん館長さんの



12

事務局

石川委員長

星野委員

石川委員長

星野委員

小嶋委員

石川委員長

許可も必要になるのでしょうけれども、そういう作成技術も含めて職員さんの研修

もやっていければなと思うのですが、いかがでしょうか。

ＹｏｕＴｕｂｅにつきましては以前詳しい職員が分館におりましたのでそれでで

きたような経緯がありまして、ちゃんとマニュアルも作ってくれたので作ることは

できる状態になっています。

チラシなどの広報よりも、動的なものがあると、図書館って何かこう動いている

というか活動的だというのが伝わってきたり、雰囲気が伝わってくるといいましょ

うか、先ほどの動画もそうだったのですが。

先生が先ほど、大学の方でも学生さんがかなりＹｏｕＴｕｂｅのほうを閲覧して

いるとおっしゃっていましたけれども、そういう点でも若い人は今結構ＹｏｕＴｕ

ｂｅを見ていて、本の要約動画とかがあるくらいだし、ＮＨＫでもＮＨＫプラスの

方では１．５倍速でしたか、そういうので閲覧できるシステムもはじめているくら

いです。このスマホでテレビも見られる時代だし、そういうことも少し念頭に入れ

ながらの運営をすることが必要になってきたのかなと思います。

ありがとうございました。動画の活用、ＹｏｕＴｕｂｅの活用ということで、広

報にとどまらないというところですね。

そうですね。Ｔｗｉｔｔｅｒは、こちらはかなりいろいろと載せているのは私は

フォローしていますので、いつもよく見ています。フォロワー数もかなり上がって

きているのではないですか。それはかなりいいと思います。

最近の学生さんは調べものをするときに公式ホームページではなくて、画像のバ

ナーを開いて、とりあえず視覚的に自分が行きたい場所なのかとか、どういった雰

囲気なのかというインスピレーションで調べていく、それで気になったらそこの画

像をクリックするとブログに飛んだり、ホームページに飛んだり、ＹｏｕＴｕｂｅ

に飛んだりとかするらしいんですよね。なのでどれだけ映像として実情が伝わるも

のがあるかというのは、結構、若い子たちのアクセスに繋がったりするのかな、と

思うと、ＹｏｕＴｕｂｅの動画を、市民向け講座を３分ダイジェストにしたものと

かでもいいですし、ブログ、今月の一番多く借りられた本はこれですというのでも

いいですし、掲示物を写真に撮るとかでもいいですし、何かそうやって、視覚的に

わかるもので残しておくというのが、のちのち認知度が広がっていくというところ

に繋がるのかなと思います。

ありがとうございます。そうですね。どんな資料が貸出されているのか、市民の

方がどんな本を読んでいるのかとか、関心が大きいですよね。他にはご意見はござ

いますか。
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小熊委員

事務局

小熊委員

石川委員長

以前、プライベートでこちらにお邪魔したときに、帰りに下のエレベーターホー

ルで、おひとりの車椅子の方がいらっしゃろうとしているのにお会いして、エレベ

ーターに乗ろうとしているのに迷っていらっしゃっていて「お手伝いをしましょう

か」とお声がけをしたら「入れないから」と。電動車椅子でちょっと大きめだから。

はい。一緒にやろうと思ったのですが入らなかったです。

そうなんですね。それを見ていて、入口からも入れない方がいるのが悲しいなあ

というのをすごく感じて、お手伝いできないまま帰って行かれた、というのがあり

ました。この保全とか、改修に繋がることかなと思いましたのでお話しました。

入口が１階にあるというので、入口の部分に障壁が出来てしまうというのがやは

りちょっと大きいですよね。このあたりのことも協議会の議事録にきちっと記録し

ていただければと思います。ありがとうございました。

評価になります。「適切である」というのをベースにさせていただきたいと思うの

ですが、「施策１ 公共施設等と連携したサービスの提供」のところで、事業が減少

した、連携を取るのが難しかったというところもあったのでここは「おおむね適切

である」というふうにさせていただければと思います。

次の「施策２ 地域、ボランティアとの連携」というところは随分展開があって

「おとなの朗読会」とかボイストレーナーの方も招いて、というところもありまし

たので、ここは「適切である」というふうにさせていただければと思います。

次の「施策３ コミュニティ情報等の収集・整理・保存・発信」というところは

チラシを集めたりとか掲示板にというところもなかなか図書館の皆さんも管理が難

しかったところも恐らくあると思うのですけれども、数字を見ていくと達成率が随

分高くなっているところもありますので「適切である」とさせていただければと思

います。

続いて「施策４ 図書館施設等の保全」の評価が非常に難しいところでして、図

書館としては随分、協議会としてもそうなんですけれども、改修についてご指摘を

しているところがあります。ただ、施設自体が非常に老朽化しているというところ

があります。ここは恐らく協議会の評価はずっと「不十分である」であったと思う

んですよね。図書館としてはきちっと要望を出しているということを踏まえたうえ

で「不十分である」というふうにさせていただければと思います。

「施策５ 電子図書館の推進」ですけれども、コロナ禍の中で電子書籍が不採択

になった、ただ一方で図書館システムの更新や図書館ホームページの充実も図って

きているというので、ここは「おおむね適切である」というふうにさせていただき

たいと思います。

最後の「施策６ 図書館の効率的・効果的運営及び職員の資質の向上」で、職員・

スタッフの皆さんの研修もオンラインでできるということで随分展開していったり

ですとか、学校図書館アドバイザーとの合同の研修会も展開しているということで、
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事務局

石川委員長

事務局

石川委員長

各委員

石川委員長

事務局

亀井次長

事務局

ここも「適切である」とさせていただければと思います。

私の方で判断させていただいたところもあるんですけれども、前年度の図書館の

評価ということでこのようにまとめさせていただきました。この評価をもって向こ

う５年間の図書館サービス計画の評価を提出するということになろうかと思いま

す。委員の皆様で評価、数字であったりですとか、Ａ３版の向こう５年間の評価の

一覧というのがあるんですけれども、評価の仕方であったりですとか、もしも何か

協議会でこのように各施策ごとに評価をしていくということについて、ご意見やお

気付きの点とかがあればと思うのですが。

今後の５年間ですか。

今後の５年間です。

今後の５年間の評価は、別の形で評価していただきます。。

また変わってくるということですね。わかりました。また次回以降の評価のやり

方は変わってくるということでした。事務局の方で説明がありました通り、第２次

和光市図書館サービス計画、前年度、令和４年度の取り組み状況、評価の答申につ

きましては本日の審議結果を踏まえて委員長一任ということでよろしいでしょう

か。

はい。

それでは本日予定しました議事が終了いたしましたので、事務を事務局の方にお

返しいたします。

委員長、ありがとうございました。次第１の議事が終了しましたので、次第２の

「その他」に移らせていただきます。今期の委員での会議は本日で最後となります

ので、亀井次長よりご挨拶を申し上げます。

令和３年８月から２年間、図書館協議会委員をお務めいただきまして、ありがと

うございました。石川委員長はじめ委員の皆様にはサービス計画の取り組み状況の

評価や図書館事業の提案やアドバイスなど、貴重なご意見をいただきまして、あり

がとうございました。特に今期におきまして図書館サービス計画、また子ども読書

活動推進計画、こちらの策定を皆様の慎重なご審議の上で貴重なご意見をいただき

まして滞りなく策定できたことに感謝申し上げます。またこの和光市の社会教育行

政の推進にご尽力いただくとともに、今後ともこの和光市図書館を応援していただ

ければと思いますので、誠に２年間、ありがとうございました。

委員の皆様、ありがとうございました。委員を退かれましても利用者さんとして
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今後も本館、分館にお越しいただき、またご意見をいただければと思います。

以上をもちまして令和５年度第１回和光市図書館協議会を終了させていただきま

す。皆様、本日は長時間に渡りご議論いただき、ありがとうございました。


